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８月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

海岸を清掃する参加者 花を咲かせた準絶滅危惧種の海浜植物
「ハマニガナ」

海岸に広がるハマヒルガオを撮影した
絵本の表紙

アカウミガメの産卵は2014年を最後に確認さ
れていませんが、外来植物の駆除の効果で、減
少していた植物が多く花を咲かせるなど、取り
組みの成果は着実に表れていると思います。

「みんなのふるさと四日市」を目指して
こどもの頃から父の里山保全の活動に同行し
ていたことから、自然を身近に感じていました。
自然研究会に所属していた高校時代、市内の環
境イベントに参加し、保存会の存在を知りました
が、当時はウミガメには興味を持ちませんでした。
大学生になり「自然は山・里・川・海でつなが
っている。環境に関する情報を自分で確かめた
い」という思いが湧き、活動に参加するようにな
りました。その後、先代の会長から「若い人に譲
りたい。長く継続してほしい」と託され、社会人
になった23歳で会長を拝命し８年が経ちました。
今は誰もが気楽に参加できる、ゆるい活動を

大切にしながら「みんなのふるさと四日市」と
いうキャッチフレーズで取り組んでいます。

保存会の足跡をたどる絵本作り
吉崎海岸は2023年に、「民間の取組等によ

って生物多様性の保全が図られている区域」と
して環境省の自然共生サイトに認定されました。
市民ボランティアの活動が認められたことは誇
りです。現在、小学生から高校生までに絵や文
章、写真で海岸への思いを表現してもらい、保
存会の足跡をたどる絵本作りを進めています。
この自然豊かな海岸が、今後も皆さんの心の

よりどころになるよう、活動を進めていきたい
です。

コンビナートの街にアカウミガメを
保存会は「コンビナートの街にアカウミガメ
を呼び戻そう」をコンセプトに発足しました。
海岸のごみ拾いに合わせて外来植物の駆除も行
っています。その後、自然保護活動に携わる人
を講師に迎え、勉強会を開催します。
参加者は未就学児から90代までと幅広く、
毎回100人くらい。毎年６月の環境月間には企
業からの参加が増え、約500人にもなります。

楠町の「吉崎海岸」は、工業地帯に隣接しなが
ら市内で唯一残る天然の砂浜です。この砂浜の環
境保全に取り組む「四日市ウミガメ保存会」は、
2009年の発足以来、毎月第１日曜日に海岸の清掃
活動などを続けています。２代目会長の下田菜生
さんに、今年８月で活動が200回の節目を迎える
保存会の歩みと今後の抱負をお聞きしました。

→
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人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

問 高齢福祉課
（ TEL 354-8170　 FAX  354-8280）

６月18日に、鵜の森公園で、四日市空襲犠
牲者慰霊献花式を挙行しました。昭和20年６
月18日、本市は米軍による空襲を受け、以降、
同年８月８日まで、計９回に及ぶ空襲の中で、
当時の市民約13万人のうち、800人以上の尊
い命が失われ、被災者は49,198人に達しま
した。
献花式当日は、梅雨とは思えないほど澄み
渡る空の下、出席の市民、村山議長と共に、
哀悼の誠を捧げ、「世界では今も戦いが続い
ているが、戦争の惨禍を繰り返さないため、
戦争の記憶と平和への願いを継承していく」
という思いを改めて述べました。

毎年参列されていた人がお亡くなりになら
れるなど、戦後80年を迎え、私も含め戦争を
知らない世代が大半となる中、市立博物館で
は、８月31日まで、学習支援展示「四日市空
襲と戦時下のくらし」を開催しています。特
にこどもたちに、当時の暮らしの様子を通し
て、今一度、
戦争の悲惨さ
を学び、平和
の尊さを心に
刻んでいただ
ければと思い
ます。

 四日市 空 襲から8 0 年  

誰もがなり得る認知症。進行に個人差はあ
りますが、これまでとのギャップに本人と家
族は戸惑うかもしれません。お互いの不安に
寄り添い、住み慣れた地域でいきいきと安心
して暮らし続けるため、本市では、三つの「安
心」で構成された「みまもり支援事業」を実
施しています。
一つ目が、「安心おかえりシール」です。
衣服や所持品などにシール型の二次元コード
を貼り、道に迷って保護された際に読み取っ
てもらうと家族に連絡が届きます。
二つ目が、「あんしんGPS」です。緊急時に、

本人の居場所をスマホアプリで確認できます。
給付のため、紛失や故障の際に弁償の必要は
ありません。
三つ目が、「あんしん保険」です。線路に

立ち入って電車を止めた場合など、賠償責任
が生じた際の補償をします。
すべて無料で利用可能です。詳しくは、シ

ール画像内の二次元コードを読み取り、市ホ
ームページをご覧いただくか、高齢福祉課や
各地区の在宅介護支援センターへ気軽に相談
ください。

 認知症の人を支える家族の皆さんへ 

建立から45年を迎える殉難碑

安心おかえりシール
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